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（対象者数）
2名

（回答者数） 2名

～
令和7年　12月31日

（対象者数）
7名

（回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

　現在は要望がある時に支援の様子を見学頂いているが定期

的な見学会の取り組みを行う。

2

　特性理解だけではなく合理的配慮の把握をしてどのような

アプローチをしていけば良いのかの勉強会を行うようにした

いです。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

　チ-ム内での職員の研修の機会を増やす。必要であれば外部

研修に参加する等。

2

 　まずは地域の店舗利用やボランティア団体の受け入れを進

めていきたいと思います。法人内の行事に参加してもらう等

して一緒に活動できるような機会を検討していきたいです。

3

　チーム内にて接遇・記録の仕方の勉強会を行います。

　保護者や関係機関との連携をしっかりと行っている。 　保護者の方には連絡帳を使い利用時は、毎回やりとりをさせ

て頂いている。また、保育園や相談員の方・関係機関ともやり

とりをさせて頂き、事業所以外の視点も踏まえながら本人支援

をするように心掛けています。

○事業所名 社会福祉法人　伍福会　びぃちゃむNika(児童発達支援)

○保護者評価実施期間 令和7年　11月20日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年　11月20　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

　個々の課題に合わせた支援を行っている。 　利用児童の特性に考慮した活動の設定、人員配置、環境設定

において、予め事前準備を行うことを大切にしています。

　利用児童の過ごすフロアが1F、2Fにあることで子供たちの

発達や相性等を考慮して安心できる環境を整えられます。
設定活動は子供たちの発達に合わせた内容になるよう活動内容

の手順・質と量の事前準備を行っています。そのうえでさらに

個別配慮を考慮した支援を目指して工夫しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　職員のスキルが個人差がある（専門性+現場体験） 　現場経験が豊富な職員に新人職員や経験が浅い職員を付けて

実際に同じフィ－ルドに立つことから始めるようにします。事

前準備や把握しておかなければいけない支援者としての心構え

や利用者理解を深めていくポイント等を見て知って学んでもら

えるようなコ－チングを目指していきたいです。

 　地域とのつながり 　実際、職員からは必要なのか、難しそうだとの声がありま

す。

　記録の管理が不十分  　一昨年より新しい記録ソフトに移行したため

事業所における自己評価総括表公表


